
登
録
操
縦
免
許
証
更
新
講
習
等
に
係
る
管
理
者
及
び
講
師
の
研
修
の
実
施
並
び
に
教
科
書
の
作
成
基
準
に
つ
い
て

別
表
第
一

登
録
操
縦
免
許
証
更
新
講
習
の
内
容
の
基
準
等

一

講
習
の
内
容
の
基
準

必

要

履

修

科

目

履

修

方

法

時

間

数

１

小
型
船
舶
操
縦
士
制
度
の
概
要

講
義
及
び
視
聴
覚
教
材
の
映

六
十
分
以
上

一

小
型
船
舶
操
縦
士
の
免
許
区
分

示

二

小
型
船
の
船
長
の
要
件

２

小
型
船
舶
操
縦
者
の
遵
守
事
項
及
び
マ
ナ
ー

３

事
故
例
と
そ
の
教
訓

一

小
型
船
舶
の
事
故
例

二

事
故
の
原
因
と
対
策

４

最
近
の
海
事
関
連
の
制
度
改
正

一

小
型
船
舶
の
登
録
制
度



二

小
型
船
舶
の
検
査
制
度

５

地
域
に
お
け
る
ル
ー
ル

一

条
例

二

河
川
法

計

六
十
分
以
上

二

講
習
の
方
法
の
基
準

１

あ
ら
か
じ
め
講
習
計
画
を
作
成
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
講
習
を
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

２

講
義
は
三
十
分
程
度
、
視
聴
覚
教
材
の
映
示
は
二
十
分
か
ら
三
十
分
程
度
を
目
安
と
し
、
全
体
と
し
て
六
十
分
程
度
の
も
の
で

あ
る
こ
と
。

３

静
穏
な
環
境
を
備
え
、
講
義
を
行
う
の
に
十
分
な
広
さ
と
机
な
ど
の
適
切
な
設
備
を
有
し
た
講
義
室
で
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

４

視
聴
覚
教
材
、
映
写
幕
等
講
義
に
必
要
な
施
設
及
び
設
備
を
適
切
な
方
法
に
よ
り
使
用
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

別
表
第
二

研
修
の
基
準

１

研
修
の
内
容
の
基
準
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

登
録
操
縦
免
許
証
更
新
講
習
管
理
者
の
研
修



イ

管
理
者
と
し
て
操
縦
免
許
証
更
新
講
習
の
運
営
の
管
理
に
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
修
得
さ
せ
る
の
に
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

研
修
科
目
及
び
時
間
数
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

(
)

管
理
者
と
し
て
の
心
構
え

〇
．
五
時
間
以
上

1

(
)

船
舶
職
員
及
び
小
型
船
舶
操
縦
者
法
及
び
関
係
法
令

二
時
間
以
上

2

(
)

更
新
講
習
実
施
要
領
等

二
時
間
以
上

3

(
)

海
技
免
状
及
び
操
縦
免
許
証
の
有
効
期
間
の
更
新
及
び
失
効
再
交
付
に
関
す
る
事
務
取
扱
要
領
に
つ
い
て

一
時
間
以
上

4

(
)

講
習
の
概
要
等

○
．
五
時
間
以
上

5

ハ

研
修
の
講
師
は
、
登
録
操
縦
免
許
証
更
新
講
習
管
理
者
の
研
修
を
行
う
の
に
十
分
な
知
識
及
び
能
力
並
び
に
経
験
を
有
す
る
と

認
め
ら
れ
る
者
で
あ
る
こ
と
。

二

登
録
操
縦
免
許
証
更
新
講
習
講
師
の
研
修

イ

講
師
と
し
て
登
録
操
縦
免
許
証
更
新
講
習
の
教
育
に
必
要
な
知
識
及
び
技
能
並
び
に
教
育
指
導
要
領
を
修
得
さ
せ
る
の
に
適
当

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

研
修
は
、
新
た
に
講
師
に
な
ろ
う
と
す
る
者
に
対
し
受
講
さ
せ
る
も
の
（
以
下
「
初
任
研
修
」
と
い
う
。
）
及
び
講
師
に
な
っ

た
後
三
年
毎
に
受
講
さ
せ
る
も
の
（
以
下
「
再
研
修
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
こ
と
。

ハ

研
修
科
目
及
び
時
間
数
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。



(
)

講
師
と
し
て
の
心
構
え

〇
．
五
時
間
以
上
（
初
任
研
修
に
限
る
。
）

1

(
)

船
舶
職
員
及
び
小
型
船
舶
操
縦
者
法
及
び
関
係
法
令

二
時
間
以
上
（
再
研
修
に
あ
っ
て
は
、
〇
．
五
時
間
以
上
。
）

2
(

)

更
新
講
習
指
導
要
領
等

一
．
五
時
間
以
上
（
再
研
修
に
あ
っ
て
は
、
一
時
間
以
上
。
）

3

(
)

講
義
要
領

四
．
○
時
間
以
上
（
再
研
修
に
あ
っ
て
は
、
二
時
間
以
上
。
）

4(

ⅰ)

航
行
安
全
思
想
の
普
及

(

ⅱ)

海
上
に
お
け
る
遵
守
事
項
と
マ
ナ
ー
の
励
行

(

ⅲ)

小
型
船
舶
の
海
難
事
故
の
発
生
状
況
と
そ
の
防
止
対
策

(

ⅳ)

人
身
災
害
事
故
と
そ
の
防
止
対
策

(

ⅴ)

海
洋
汚
染
の
発
生
状
況
と
そ
の
防
止
対
策

(

ⅵ)

海
難
法
規
の
重
要
改
正
点

ニ

研
修
の
講
師
は
、
登
録
操
縦
免
許
証
更
新
講
習
講
師
の
研
修
を
行
う
の
に
十
分
な
知
識
及
び
能
力
並
び
に
経
験
を
有
す
る
と
認

め
ら
れ
る
者
で
あ
る
こ
と
。

２

適
当
と
認
め
ら
れ
た
研
修
実
施
規
定
に
よ
り
、
研
修
を
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

３

修
了
審
査
に
関
す
る
基
準
を
設
け
、
こ
れ
に
よ
る
判
定
を
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

４

前
項
に
よ
る
判
定
に
合
格
し
、
研
修
を
す
べ
て
修
了
し
た
者
に
対
し
て
の
み
受
講
証
明
書
を
発
行
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

５

そ
の
他
必
要
と
認
め
ら
れ
る
内
容
に
よ
り
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。



別
表
第
三

登
録
操
縦
免
許
証
失
効
再
交
付
講
習
の
内
容
の
基
準
等

一

講
習
の
内
容
の
基
準

必

要

履

修

科

目

履

修

方

法

時

間

数

１

小
型
船
舶
操
縦
士
制
度
の
概
要

講
義
及
び
視
聴
覚
教
材
の
映

百
四
十
分
以
上

一

小
型
船
舶
操
縦
士
の
免
許
区
分

示

二

小
型
船
の
船
長
の
要
件

２

小
型
船
舶
操
縦
者
の
遵
守
事
項
及
び
マ
ナ
ー

３

事
故
例
と
そ
の
教
訓

一

小
型
船
舶
の
事
故
例

二

事
故
の
原
因
と
対
策

４

最
近
の
海
事
関
連
の
制
度
改
正

一

小
型
船
舶
の
登
録
制
度

二

小
型
船
舶
の
検
査
制
度

５

地
域
に
お
け
る
ル
ー
ル



一

条
例

二

河
川
法

６

海
上
交
通
ル
ー
ル

一

小
型
船
舶
の
海
上
交
通
関
係
法
規

二

船
舶
輻
輳
海
域
で
の
交
通
ル
ー
ル

７

マ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
の
取
扱
い

一

小
型
船
舶
用
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン

二

小
型
船
舶
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン

計

百
四
十
分
以
上

二

講
習
の
方
法
の
基
準

１

あ
ら
か
じ
め
講
習
計
画
を
作
成
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
講
習
を
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

２

教
本
の
概
略
に
つ
い
て
、
十
分
程
度
で
簡
単
に
解
説
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

３

講
義
終
了
後
、
理
解
度
診
断
の
た
め
の
簡
単
な
テ
ス
ト
を
三
十
分
程
度
で
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。
（
前
号
の
表
の
時
間
数
に

含
む
。
）



４

講
義
は
百
分
程
度
、
視
聴
覚
教
材
の
映
示
は
四
十
分
程
度
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

５

静
穏
な
環
境
を
備
え
、
講
義
を
行
う
の
に
十
分
な
広
さ
と
机
な
ど
の
適
切
な
設
備
を
有
し
た
講
義
室
で
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

６

視
聴
覚
教
材
、
映
写
幕
等
講
義
に
必
要
な
施
設
及
び
設
備
を
適
切
な
方
法
に
よ
り
使
用
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

別
表
第
四

研
修
の
基
準

１

研
修
の
内
容
の
基
準
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

登
録
操
縦
免
許
証
失
効
再
交
付
講
習
管
理
者
の
研
修

イ

管
理
者
と
し
て
操
縦
免
許
証
失
効
再
交
付
講
習
の
運
営
の
管
理
に
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
修
得
さ
せ
る
の
に
適
当
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

研
修
科
目
及
び
時
間
数
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

(
)

管
理
者
と
し
て
の
心
構
え

〇
．
五
時
間

1

(
)

船
舶
職
員
及
び
小
型
船
舶
操
縦
者
法
及
び
関
係
法
令

二
時
間

2

(
)

失
効
再
交
付
講
習
実
施
要
領
等

二
時
間

3

(
)

海
技
免
状
及
び
操
縦
免
許
証
の
有
効
期
間
の
更
新
及
び
失
効
再
交
付
に
関
す
る
事
務
取
扱
要
領
に
つ
い
て

一
時
間

4

(
)

講
習
の
概
要
等

○
．
五
時
間

5

ハ

研
修
の
講
師
は
、
登
録
操
縦
免
許
証
失
効
再
交
付
講
習
管
理
者
の
研
修
を
行
う
の
に
十
分
な
知
識
及
び
能
力
並
び
に
経
験
を
有

す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
で
あ
る
こ
と
。



二

登
録
操
縦
免
許
証
失
効
再
交
付
講
習
講
師
の
研
修

イ

講
師
と
し
て
操
縦
免
許
証
失
効
再
交
付
講
習
の
教
育
に
必
要
な
知
識
及
び
技
能
並
び
に
教
育
指
導
要
領
を
修
得
さ
せ
る
の
に
適

し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

研
修
は
、
新
た
に
講
師
に
な
ろ
う
と
す
る
者
に
対
し
受
講
さ
せ
る
も
の
（
以
下
「
初
任
研
修
」
と
い
う
。
）
及
び
講
師
に
な
っ

た
後
三
年
毎
に
受
講
さ
せ
る
も
の
（
以
下
「
再
研
修
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
こ
と
。

ハ

研
修
科
目
及
び
時
間
数
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

(
)

講
師
と
し
て
の
心
構
え

〇
．
五
時
間
（
初
任
研
修
に
限
る
。
）

1

(
)

船
舶
職
員
及
び
小
型
船
舶
操
縦
者
法
及
び
関
係
法
令

二
時
間
（
再
研
修
に
あ
っ
て
は
、
〇
．
五
時
間
以
上
。
）

2

(
)

失
効
再
交
付
講
習
指
導
要
領
等

一
．
五
時
間
（
再
研
修
に
あ
っ
て
は
、
一
時
間
以
上
。
）

3

(
)

講
義
要
領

四
．
○
時
間
（
再
研
修
に
あ
っ
て
は
、
二
時
間
以
上
。
）

4(

ⅰ)

航
行
安
全
思
想
の
普
及

(

ⅱ)

海
上
に
お
け
る
遵
守
事
項
と
マ
ナ
ー
の
励
行

(

ⅲ)

小
型
船
舶
の
海
難
事
故
の
発
生
状
況
と
そ
の
防
止
対
策

(

ⅳ)

人
身
災
害
事
故
と
そ
の
防
止
対
策

(

ⅴ)

海
洋
汚
染
の
発
生
状
況
と
そ
の
防
止
対
策

(

ⅵ)

海
難
法
規
の
重
要
改
正
点



ニ

研
修
の
講
師
は
、
登
録
操
縦
免
許
証
失
効
再
交
付
講
習
講
師
の
研
修
を
行
う
の
に
十
分
な
知
識
及
び
能
力
並
び
に
経
験
を
有
す

る
と
認
め
ら
れ
る
者
で
あ
る
こ
と
。

２

適
当
と
認
め
ら
れ
た
研
修
実
施
規
定
に
よ
り
、
研
修
を
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

３

修
了
審
査
に
関
す
る
基
準
を
設
け
、
こ
れ
に
よ
る
判
定
を
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

４

前
項
に
よ
る
判
定
に
合
格
し
、
研
修
を
す
べ
て
修
了
し
た
者
に
対
し
て
の
み
受
講
証
明
書
を
発
行
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

５

そ
の
他
必
要
と
認
め
ら
れ
る
内
容
に
よ
り
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

別
表
第
五

教
科
書
の
基
準

１

小
型
船
舶
操
縦
士
と
し
て
の
業
務
を
行
う
に
当
た
り
必
要
な
事
項
に
関
す
る
最
新
の
知
識
及
び
能
力
並
び
に
不
足
す
る
知
識
及
び
経

験
を
習
得
さ
せ
る
の
に
適
し
た
教
本
及
び
視
聴
覚
教
材
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

２

教
本
は
、
登
録
操
縦
免
許
証
更
新
講
習
に
あ
っ
て
は
別
表
第
一
に
、
登
録
操
縦
免
許
証
失
効
再
交
付
講
習
に
あ
っ
て
は
別
表
第
三
に
、

そ
れ
ぞ
れ
掲
げ
る
講
習
の
種
類
に
応
じ
、
必
要
履
修
科
目
の
履
修
に
必
要
な
内
容
を
含
む
も
の
で
あ
る
こ
と
。

３

視
聴
覚
教
材
は
、
主
と
し
て
次
に
掲
げ
る
事
項
の
い
ず
れ
か
に
つ
い
て
二
十
分
程
度
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

一

操
縦
免
許
証
更
新
講
習
の
場
合

イ

衝
突
事
故
の
主
要
な
原
因
で
あ
る
「
見
張
り
不
十
分
」
に
つ
い
て
の
注
意
喚
起
と
見
張
り
の
要
点
及
び
海
上
交
通
法
規

ロ

小
型
船
舶
の
事
故
例
と
事
故
の
原
因
及
び
小
型
船
舶
操
縦
者
の
遵
守
事
項

二

操
縦
免
許
証
失
効
再
交
付
講
習
の
場
合



イ

衝
突
事
故
の
主
要
な
原
因
で
あ
る
「
見
張
り
不
十
分
」
に
つ
い
て
の
注
意
喚
起
と
見
張
り
の
要
点
及
び
海
上
交
通
法
規

ロ

小
型
船
舶
の
事
故
例
と
事
故
の
原
因
及
び
小
型
船
舶
操
縦
者
の
遵
守
事
項

ハ

波
の
性
質
と
危
険
回
避
の
操
船
方
法

ニ

漁
労
方
法
の
解
説
と
漁
業
者
と
の
共
存
方
法

ホ

プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の
事
故
防
止
策

４

そ
の
他
適
当
と
認
め
ら
れ
る
内
容
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。


